
看護学科　履修系統図

※ 選択科目 学部共通科目 保健師選択コースは必修 保健師選択コースのみ開講 2022年度生以降

保健医療学部　看護学科　履修系統図　(2022改正カリキュラム）

心身健康科学

(HASJ-CEF001) 1単位
DP1; CP1

ヒューマンⅠ

(HASJ-CEF002) 1単位
DP1; CP1

ヒューマンⅡ

(HASJ-CEF003) 1単位
DP1; CP1

ヒューマンⅢ

(HASJ-CEF0004) 1単位
DP1; CP1

生命倫理

(HASJ-CHF005) 1単位
DP3; CP2,3

スポーツと健康

(HASJ-CHF102) 1単位 ※
DP2; CP2

体育概論

(HASJ-NSF103) 1単位 ※
DP2; CP2

心理学

(HASJ-CHF101) 1単位
DP1; CP1

人間工学

(HASJ-NSF104) 1単位 ※
DP2; CP2

美術

(HASJ-CHF105) 1単位 ※
DP2; CP2

コミュニケーション演習

(HASJ-CHF201) 1単位
DP2; CP2

人間関係論

(HASJ-CHF202) 1単位
DP1,2,3,4; CP1,2,3

家族社会学

(HASJ-NSF203) 1単位
DP1; CP1

生活文化論

(HASJ-NSF211) 1単位 ※
DP1; CP1

国際文化論

(HASJ-CHF207) 1単位 ※
DP4; CP3

コンピュータ入門Ⅰ

(HASJ-CHF209) 1単位
DP2; CP2

コンピュータ入門Ⅱ

(HASJ-NSF210) 1単位 ※
DP2; CP2

AI・データ活用リテラシー

(HASJ-CEF217) 1単位
DP2; CP2

法学

(HASJ-CHF205) 1単位
DP2; CP2

日本国憲法

(HASJ-NSF206) 2単位 ※
DP2; CP2

岩槻の文化とものづくり

(HASJ-CHF216) 1単位 ※
DP1; CP1

DP4; CP3 ※全ての年次で履修可。

英会話

(HASJ-CHF212) 1単位 ※
DP4; CP3

医療英語

(HASJ-CHF213) 1単位
DP4; CP3

英語文献講読

(HASJ-CHF214) 1単位 ※
DP4; CP3

英語基礎

(HASJ-CHF308) 1単位 ※
DP4; CP3

職業とキャリア形成

(HASJ-CHF301) 1単位
DP4; CP3

生物学基礎

(HASJ-CHF305) 1単位 ※
DP1; CP1
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前期 後期 前期 後期 前期 後期

1年次 2年次 3年次 4年次

専門性を支える基礎学力とともに、人間の心身を理解し豊かな人間性を養います。

また、保健医療人としての意識を高めるキャリア教育を行います。

人体の機能、病態や治療などを学ぶ専門科目が増え、

保健医療チームの一員としての連携・協働のあり方など社会的な側面についても学びます。

「成人看護学実習」「老年看護学実習」などの実習科目がスタートします。

授業で蓄えた知識を臨地実習によって、実践に結びつけます。

これまでの学びを統合し、個々の興味、関心に応じて看護の探求・発展を目指します。

「看護研究Ⅱ」では、臨床の実践から得た課題について取り組みます。

人間総合科学大学　ディプロマ・ポリシー（DP）（学位授与の方針）

人間総合科学大学は、建学の精神・教育理念に基づき、科学的能力と実践的能力を統合し、

以下のような能力と資質を身につけ、所定の単位を修得した学生に対して、

卒業を認定し、学位を授与する。

１．全学共通のコア科目を通したリベラル アーツ教育

  ・現実社会を「よりよく生きる」ための、洞察力、共感力、創造力、表現力、自己教育力、

     生涯学ぼうとする意欲、豊かな人間性

  ・社会からの「自立」と他者との「共生」に必要な社会的責任感、異文化理解、情報処理力、

    自己実現力、他者への思いやり、コミュニケ―ション力などの資質

２．専攻する学部・学科の専門科目を通した医療・健康・食・栄養の専門職教育

  ・専門職としての、専門的な知識・技能を体系的に修得

  ・社会貢献に必要な、問題解決能力、チームワーク力、リーダーシップ能力、

      プレゼンテーション能力、AI・データサイエンス（リテラシーレベル）の基礎力

保健医療学部　ディプロマ・ポリシー（DP）（学位授与の方針）

保健医療学部では、人間の総合的な理解と心身相関の理解を基に、保健医療に関する職業について、

自立と共生の精神をもって自身のキャリアを形成できる能力を身につけたものに学位を与える。

各学科のディプロマ・ポリシーで具体的に示されている

①知識・技能、②汎用的技能、③態度・志向性、④総合的な学修経験と創造的思考力の能力

を身につけたものに学位を授与する。

看護学科　ディプロマ・ポリシー（DP）（学位授与の方針）

看護学科では、「人間の総合的理解」「心身相関の理解」を踏まえて

以下に掲げる能力を持った学生に学位を授与する。

１．「看護」を必要とする対象者（人間）について、心理・身体・環境・社会的側面から

　　多面的・総合的に理解できる知識を修得していること

２．「看護」を科学的根拠に基づいて実践できる基本的知識と技術を、保健・医療・福祉・

　　介護・教育などの分野において汎用できること

３．看護職として、人間の尊厳を守り高い倫理観に基づき、他の専門職と連携・協働する

　　ための力を発揮できること

４．看護職として看護の質の向上へ向けグローバルな視点を持つと共に、社会の変化と進展に

　　伴う多様な健康課題に対応するため、生涯にわたり自ら学び続ける素養と意志を持っていること

人間総合科学大学　カリキュラム・ポリシー（CP）（教育課程編成・実施の方針）

人間総合科学大学は、次の方針に基づいて教育課程を編成する。

１．専門的知識・技能と物事に対する幅広い視点や理解を得る

２．人間に係る科学を学際的に統合し、人間の総合的理解、心身の相関性の理解を

　　現代社会に応用できる能力を得る

３．様々な専門知識を統合し、自身や社会、職業上の問題関心と関連付けて問題解決を

　　図る能力を得る

４．多様な学修経験・方法を通じて、専門的職業人および社会の一員として、

　　自立と共生のこころを培う

５．現代社会、企業で活かすことのできる、AI・データサイエンスの基礎力

　　（リテラシーレベル）を得る

保健医療学部　カリキュラム・ポリシー（CP）（教育課程編成・実施の方針）

保健医療学部では、次の方針に基づいて教育課程を編成する

１．専門的知識・技能と物事に対する幅広い視点や理解を得る

２．人間に係る科学を学際的に統合し、人間の総合的理解、心身の相関性の理解を現代社会に応用できる

　　能力を得る

３．様々な専門知識を統合し、自身や社会、職業上の問題関心と関連付けて問題解決を図る能力を得る

４．多様な学修経験・方法を通じて、専門的職業人および社会の一員として、自立と共生のこころを培う

５．現代社会、企業で活かすことのできる、AI・データサイエンスの基礎力（リテラシーレベル）を得る

看護学科　カリキュラム・ポリシー（CP）（教育課程編成・実施の方針）

看護学科では、「人間の総合的理解」「心身相関の理解」を踏まえて

以下の方針のもと、教育課程を編成する。

1.「看護」を必要とする対象者（人間）について、多面的・総合的に理解するための

　基礎科目を設ける

2.科学的根拠に基づいた知識および高い倫理観を持った看護師の育成に必要な専門基礎、

　専門科目を設ける

3.看護師として必要とされるコミュニケーション能力を身につけ、他者との協働によって

　学びを深め、学生の主体的な成長を促すための実習・演習科目を設ける

1



看護学科　履修系統図

※ 選択科目 学部共通科目 保健師選択コースは必修 保健師選択コースのみ開講 2022年度生以降

保健医療学部　看護学科　履修系統図　(2022改正カリキュラム）

前期 後期前期 後期 前期 後期 前期 後期

1年次 2年次 3年次 4年次

専門性を支える基礎学力とともに、人間の心身を理解し豊かな人間性を養います。

また、保健医療人としての意識を高めるキャリア教育を行います。

人体の機能、病態や治療などを学ぶ専門科目が増え、

保健医療チームの一員としての連携・協働のあり方など社会的な側面についても学びます。

「成人看護学実習」「老年看護学実習」などの実習科目がスタートします。

授業で蓄えた知識を臨地実習によって、実践に結びつけます。

これまでの学びを統合し、個々の興味、関心に応じて看護の探求・発展を目指します。

「看護研究Ⅱ」では、臨床の実践から得た課題について取り組みます。

人間総合科学大学　ディプロマ・ポリシー（DP）（学位授与の方針）

人間総合科学大学は、建学の精神・教育理念に基づき、科学的能力と実践的能力を統合し、

以下のような能力と資質を身につけ、所定の単位を修得した学生に対して、

卒業を認定し、学位を授与する。

１．全学共通のコア科目を通したリベラル アーツ教育

  ・現実社会を「よりよく生きる」ための、洞察力、共感力、創造力、表現力、自己教育力、

     生涯学ぼうとする意欲、豊かな人間性

  ・社会からの「自立」と他者との「共生」に必要な社会的責任感、異文化理解、情報処理力、

    自己実現力、他者への思いやり、コミュニケ―ション力などの資質

２．専攻する学部・学科の専門科目を通した医療・健康・食・栄養の専門職教育

  ・専門職としての、専門的な知識・技能を体系的に修得

  ・社会貢献に必要な、問題解決能力、チームワーク力、リーダーシップ能力、

      プレゼンテーション能力、AI・データサイエンス（リテラシーレベル）の基礎力

保健医療学部　ディプロマ・ポリシー（DP）（学位授与の方針）

保健医療学部では、人間の総合的な理解と心身相関の理解を基に、保健医療に関する職業について、

自立と共生の精神をもって自身のキャリアを形成できる能力を身につけたものに学位を与える。

各学科のディプロマ・ポリシーで具体的に示されている

①知識・技能、②汎用的技能、③態度・志向性、④総合的な学修経験と創造的思考力の能力

を身につけたものに学位を授与する。

看護学科　ディプロマ・ポリシー（DP）（学位授与の方針）

看護学科では、「人間の総合的理解」「心身相関の理解」を踏まえて

以下に掲げる能力を持った学生に学位を授与する。

１．「看護」を必要とする対象者（人間）について、心理・身体・環境・社会的側面から

　　多面的・総合的に理解できる知識を修得していること

２．「看護」を科学的根拠に基づいて実践できる基本的知識と技術を、保健・医療・福祉・

　　介護・教育などの分野において汎用できること

３．看護職として、人間の尊厳を守り高い倫理観に基づき、他の専門職と連携・協働する

　　ための力を発揮できること

４．看護職として看護の質の向上へ向けグローバルな視点を持つと共に、社会の変化と進展に

　　伴う多様な健康課題に対応するため、生涯にわたり自ら学び続ける素養と意志を持っていること

人間総合科学大学　カリキュラム・ポリシー（CP）（教育課程編成・実施の方針）

人間総合科学大学は、次の方針に基づいて教育課程を編成する。

１．専門的知識・技能と物事に対する幅広い視点や理解を得る

２．人間に係る科学を学際的に統合し、人間の総合的理解、心身の相関性の理解を

　　現代社会に応用できる能力を得る

３．様々な専門知識を統合し、自身や社会、職業上の問題関心と関連付けて問題解決を

　　図る能力を得る

４．多様な学修経験・方法を通じて、専門的職業人および社会の一員として、

　　自立と共生のこころを培う

５．現代社会、企業で活かすことのできる、AI・データサイエンスの基礎力

　　（リテラシーレベル）を得る

保健医療学部　カリキュラム・ポリシー（CP）（教育課程編成・実施の方針）

保健医療学部では、次の方針に基づいて教育課程を編成する

１．専門的知識・技能と物事に対する幅広い視点や理解を得る

２．人間に係る科学を学際的に統合し、人間の総合的理解、心身の相関性の理解を現代社会に応用できる

　　能力を得る

３．様々な専門知識を統合し、自身や社会、職業上の問題関心と関連付けて問題解決を図る能力を得る

４．多様な学修経験・方法を通じて、専門的職業人および社会の一員として、自立と共生のこころを培う

５．現代社会、企業で活かすことのできる、AI・データサイエンスの基礎力（リテラシーレベル）を得る

看護学科　カリキュラム・ポリシー（CP）（教育課程編成・実施の方針）

看護学科では、「人間の総合的理解」「心身相関の理解」を踏まえて

以下の方針のもと、教育課程を編成する。

1.「看護」を必要とする対象者（人間）について、多面的・総合的に理解するための

　基礎科目を設ける

2.科学的根拠に基づいた知識および高い倫理観を持った看護師の育成に必要な専門基礎、

　専門科目を設ける

3.看護師として必要とされるコミュニケーション能力を身につけ、他者との協働によって

　学びを深め、学生の主体的な成長を促すための実習・演習科目を設ける

化学基礎

(HASJ-NSF306) 1単位 ※
DP2; CP2

物理学基礎

(HASJ-CHF307) 1単位 ※
DP2; CP2

数学基礎

(HASJ-CHF304) 1単位 ※
DP2; CP2

統計学

(HASJ-CHF309) 1単位 ※
DP2; CP2

論理的思考と表現法

(HASJ-CHF303) 1単位 ※
DP4; CP3

DP4; CP3

生理学Ⅰ

(HASJ-NSB001) 1単位
DP1; CP1

生理学Ⅱ

(HASJ-NSB002) 1単位
DP1; CP1

生理学Ⅲ

(HASJ-NSB003) 1単位
DP1; CP1

解剖学Ⅰ

(HASJ-NSB004) 1単位
DP1,2; CP1,2

解剖学Ⅱ

(HASJ-NSB005) 1単位
DP1,2; CP1,2

生化学

(HASJ-NSB006) 1単位
DP1; CP1

栄養学

(HASJ-NSB007) 1単位
DP2; CP2

病理学概論

(HASJ-NSB101) 2単位
DP2; CP2

疾病と治療総論

(HASJ-NSB119) 1単位
DP2; CP2

疾病と治療Ⅰ

(HASJ-NSB102) 2単位
DP2; CP2

疾病と治療Ⅱ

(HASJ-NSB103) 1単位
DP2; CP2

疾病と治療Ⅲ

(HASJ-NSB104) 1単位
DP2; CP2

疾病と治療Ⅳ

(HASJ-NSB105) 1単位
DP2; CP2

薬理学

(HASJ-NSB107) 1単位
DP2; CP2

薬と健康

(HASJ-NSB108) 1単位 ※
DP2; CP2
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大学生入門

(HASJ-NSF302) 1単位
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前期 後期前期 後期 前期 後期 前期 後期

1年次 2年次 3年次 4年次

専門性を支える基礎学力とともに、人間の心身を理解し豊かな人間性を養います。

また、保健医療人としての意識を高めるキャリア教育を行います。

人体の機能、病態や治療などを学ぶ専門科目が増え、

保健医療チームの一員としての連携・協働のあり方など社会的な側面についても学びます。

「成人看護学実習」「老年看護学実習」などの実習科目がスタートします。

授業で蓄えた知識を臨地実習によって、実践に結びつけます。

これまでの学びを統合し、個々の興味、関心に応じて看護の探求・発展を目指します。

「看護研究Ⅱ」では、臨床の実践から得た課題について取り組みます。

人間総合科学大学　ディプロマ・ポリシー（DP）（学位授与の方針）

人間総合科学大学は、建学の精神・教育理念に基づき、科学的能力と実践的能力を統合し、

以下のような能力と資質を身につけ、所定の単位を修得した学生に対して、

卒業を認定し、学位を授与する。

１．全学共通のコア科目を通したリベラル アーツ教育

  ・現実社会を「よりよく生きる」ための、洞察力、共感力、創造力、表現力、自己教育力、

     生涯学ぼうとする意欲、豊かな人間性

  ・社会からの「自立」と他者との「共生」に必要な社会的責任感、異文化理解、情報処理力、

    自己実現力、他者への思いやり、コミュニケ―ション力などの資質

２．専攻する学部・学科の専門科目を通した医療・健康・食・栄養の専門職教育

  ・専門職としての、専門的な知識・技能を体系的に修得

  ・社会貢献に必要な、問題解決能力、チームワーク力、リーダーシップ能力、

      プレゼンテーション能力、AI・データサイエンス（リテラシーレベル）の基礎力

保健医療学部　ディプロマ・ポリシー（DP）（学位授与の方針）

保健医療学部では、人間の総合的な理解と心身相関の理解を基に、保健医療に関する職業について、

自立と共生の精神をもって自身のキャリアを形成できる能力を身につけたものに学位を与える。

各学科のディプロマ・ポリシーで具体的に示されている

①知識・技能、②汎用的技能、③態度・志向性、④総合的な学修経験と創造的思考力の能力

を身につけたものに学位を授与する。

看護学科　ディプロマ・ポリシー（DP）（学位授与の方針）

看護学科では、「人間の総合的理解」「心身相関の理解」を踏まえて

以下に掲げる能力を持った学生に学位を授与する。

１．「看護」を必要とする対象者（人間）について、心理・身体・環境・社会的側面から

　　多面的・総合的に理解できる知識を修得していること

２．「看護」を科学的根拠に基づいて実践できる基本的知識と技術を、保健・医療・福祉・

　　介護・教育などの分野において汎用できること

３．看護職として、人間の尊厳を守り高い倫理観に基づき、他の専門職と連携・協働する

　　ための力を発揮できること

４．看護職として看護の質の向上へ向けグローバルな視点を持つと共に、社会の変化と進展に

　　伴う多様な健康課題に対応するため、生涯にわたり自ら学び続ける素養と意志を持っていること

人間総合科学大学　カリキュラム・ポリシー（CP）（教育課程編成・実施の方針）

人間総合科学大学は、次の方針に基づいて教育課程を編成する。

１．専門的知識・技能と物事に対する幅広い視点や理解を得る

２．人間に係る科学を学際的に統合し、人間の総合的理解、心身の相関性の理解を

　　現代社会に応用できる能力を得る

３．様々な専門知識を統合し、自身や社会、職業上の問題関心と関連付けて問題解決を

　　図る能力を得る

４．多様な学修経験・方法を通じて、専門的職業人および社会の一員として、

　　自立と共生のこころを培う

５．現代社会、企業で活かすことのできる、AI・データサイエンスの基礎力

　　（リテラシーレベル）を得る

保健医療学部　カリキュラム・ポリシー（CP）（教育課程編成・実施の方針）

保健医療学部では、次の方針に基づいて教育課程を編成する

１．専門的知識・技能と物事に対する幅広い視点や理解を得る

２．人間に係る科学を学際的に統合し、人間の総合的理解、心身の相関性の理解を現代社会に応用できる

　　能力を得る

３．様々な専門知識を統合し、自身や社会、職業上の問題関心と関連付けて問題解決を図る能力を得る

４．多様な学修経験・方法を通じて、専門的職業人および社会の一員として、自立と共生のこころを培う

５．現代社会、企業で活かすことのできる、AI・データサイエンスの基礎力（リテラシーレベル）を得る

看護学科　カリキュラム・ポリシー（CP）（教育課程編成・実施の方針）

看護学科では、「人間の総合的理解」「心身相関の理解」を踏まえて

以下の方針のもと、教育課程を編成する。

1.「看護」を必要とする対象者（人間）について、多面的・総合的に理解するための

　基礎科目を設ける

2.科学的根拠に基づいた知識および高い倫理観を持った看護師の育成に必要な専門基礎、

　専門科目を設ける

3.看護師として必要とされるコミュニケーション能力を身につけ、他者との協働によって

　学びを深め、学生の主体的な成長を促すための実習・演習科目を設ける

微生物学

(HASJ-NSB109) 1単位
DP2; CP2

精神科学

(HASJ-NSB106) 1単位
DP2; CP2

老年医学

(HASJ-CHB110) 1単位 ※
DP2; CP2

環境と健康

(HASJ-NSB111) 1単位 ※
DP1; CP1

生活福祉論

(HASJ-NSB114) 1単位 ※
DP2; CP2

疫学Ⅰ

(HASJ-NSB116) 1単位
DP2; CP2

疫学Ⅱ

(HASJ-NSB117) 1単位 ※

(保健師選択コースは必修)

DP2; CP2

保健医療福祉行政論

(HASJ-NSB112) 2単位
DP3; CP2, 3

社会保障制度論

(HASJ-NSB113) 2単位
DP2,3; CP1

障害者福祉論

(HASJ-NSB115) 1単位 ※
DP2; CP2

保健統計学

(HASJ-NSB118) 2単位 ※

(保健師選択コースは必修)

DP2; CP2

国際保健医療論

(HASJ-CHB201) 1単位 ※
DP3; CP2,3

保健医療福祉専門職連携

論

(HASJ-CHB202) 1単位

DP3; CP2,3

看護学原論

(HASJ-NSS001) 2単位
DP2; CP2

看護共通技術Ⅰ

(HASJ-NSS002) 1単位
DP2; CP2

看護共通技術Ⅱ

(HASJ-NSS003) 1単位
DP2; CP2

看護基礎技術Ⅰ

(HASJ-NSS004) 2単位
DP2; CP2

看護基礎技術Ⅱ

(HASJ-NSS005) 1単位
DP2; CP2

看護の展開

(HASJ-NSS007) 2単位
DP2; CP2

看護基礎技術Ⅲ

(HASJ-NSS006) 2単位
DP2; CP2

在宅看護学概論

(HASJ-NSS008) 1単位
DP2; CP2

在宅看護援助論Ⅰ

(HASJ-NSS009) 2単位
DP2; CP2

在宅看護援助論Ⅱ

(HASJ-NSS010) 1単位
DP2; CP2
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看護学科　履修系統図

※ 選択科目 学部共通科目 保健師選択コースは必修 保健師選択コースのみ開講 2022年度生以降

保健医療学部　看護学科　履修系統図　(2022改正カリキュラム）

前期 後期前期 後期 前期 後期 前期 後期

1年次 2年次 3年次 4年次

専門性を支える基礎学力とともに、人間の心身を理解し豊かな人間性を養います。

また、保健医療人としての意識を高めるキャリア教育を行います。

人体の機能、病態や治療などを学ぶ専門科目が増え、

保健医療チームの一員としての連携・協働のあり方など社会的な側面についても学びます。

「成人看護学実習」「老年看護学実習」などの実習科目がスタートします。

授業で蓄えた知識を臨地実習によって、実践に結びつけます。

これまでの学びを統合し、個々の興味、関心に応じて看護の探求・発展を目指します。

「看護研究Ⅱ」では、臨床の実践から得た課題について取り組みます。

人間総合科学大学　ディプロマ・ポリシー（DP）（学位授与の方針）

人間総合科学大学は、建学の精神・教育理念に基づき、科学的能力と実践的能力を統合し、

以下のような能力と資質を身につけ、所定の単位を修得した学生に対して、

卒業を認定し、学位を授与する。

１．全学共通のコア科目を通したリベラル アーツ教育

  ・現実社会を「よりよく生きる」ための、洞察力、共感力、創造力、表現力、自己教育力、

     生涯学ぼうとする意欲、豊かな人間性

  ・社会からの「自立」と他者との「共生」に必要な社会的責任感、異文化理解、情報処理力、

    自己実現力、他者への思いやり、コミュニケ―ション力などの資質

２．専攻する学部・学科の専門科目を通した医療・健康・食・栄養の専門職教育

  ・専門職としての、専門的な知識・技能を体系的に修得

  ・社会貢献に必要な、問題解決能力、チームワーク力、リーダーシップ能力、

      プレゼンテーション能力、AI・データサイエンス（リテラシーレベル）の基礎力

保健医療学部　ディプロマ・ポリシー（DP）（学位授与の方針）

保健医療学部では、人間の総合的な理解と心身相関の理解を基に、保健医療に関する職業について、

自立と共生の精神をもって自身のキャリアを形成できる能力を身につけたものに学位を与える。

各学科のディプロマ・ポリシーで具体的に示されている

①知識・技能、②汎用的技能、③態度・志向性、④総合的な学修経験と創造的思考力の能力

を身につけたものに学位を授与する。

看護学科　ディプロマ・ポリシー（DP）（学位授与の方針）

看護学科では、「人間の総合的理解」「心身相関の理解」を踏まえて

以下に掲げる能力を持った学生に学位を授与する。

１．「看護」を必要とする対象者（人間）について、心理・身体・環境・社会的側面から

　　多面的・総合的に理解できる知識を修得していること

２．「看護」を科学的根拠に基づいて実践できる基本的知識と技術を、保健・医療・福祉・

　　介護・教育などの分野において汎用できること

３．看護職として、人間の尊厳を守り高い倫理観に基づき、他の専門職と連携・協働する

　　ための力を発揮できること

４．看護職として看護の質の向上へ向けグローバルな視点を持つと共に、社会の変化と進展に

　　伴う多様な健康課題に対応するため、生涯にわたり自ら学び続ける素養と意志を持っていること

人間総合科学大学　カリキュラム・ポリシー（CP）（教育課程編成・実施の方針）

人間総合科学大学は、次の方針に基づいて教育課程を編成する。

１．専門的知識・技能と物事に対する幅広い視点や理解を得る

２．人間に係る科学を学際的に統合し、人間の総合的理解、心身の相関性の理解を

　　現代社会に応用できる能力を得る

３．様々な専門知識を統合し、自身や社会、職業上の問題関心と関連付けて問題解決を

　　図る能力を得る

４．多様な学修経験・方法を通じて、専門的職業人および社会の一員として、

　　自立と共生のこころを培う

５．現代社会、企業で活かすことのできる、AI・データサイエンスの基礎力

　　（リテラシーレベル）を得る

保健医療学部　カリキュラム・ポリシー（CP）（教育課程編成・実施の方針）

保健医療学部では、次の方針に基づいて教育課程を編成する

１．専門的知識・技能と物事に対する幅広い視点や理解を得る

２．人間に係る科学を学際的に統合し、人間の総合的理解、心身の相関性の理解を現代社会に応用できる

　　能力を得る

３．様々な専門知識を統合し、自身や社会、職業上の問題関心と関連付けて問題解決を図る能力を得る

４．多様な学修経験・方法を通じて、専門的職業人および社会の一員として、自立と共生のこころを培う

５．現代社会、企業で活かすことのできる、AI・データサイエンスの基礎力（リテラシーレベル）を得る

看護学科　カリキュラム・ポリシー（CP）（教育課程編成・実施の方針）

看護学科では、「人間の総合的理解」「心身相関の理解」を踏まえて

以下の方針のもと、教育課程を編成する。

1.「看護」を必要とする対象者（人間）について、多面的・総合的に理解するための

　基礎科目を設ける

2.科学的根拠に基づいた知識および高い倫理観を持った看護師の育成に必要な専門基礎、

　専門科目を設ける

3.看護師として必要とされるコミュニケーション能力を身につけ、他者との協働によって

　学びを深め、学生の主体的な成長を促すための実習・演習科目を設ける

地域看護学概論

(HASJ-NSS011) 2単位
DP2; CP2

地域看護活動論

(HASJ-NSS012) 2単位
DP2; CP2

家族看護学

(HASJ-NSS015) 1単位
DP2; CP2

感染看護論

(HASJ-NSS013) 1単位 ※
DP2; CP2

リエゾン看護論

(HASJ-NSS014) 1単位 ※
DP2; CP2

健康看護論

(HASJ-NSS016) 1単位 ※

(保健師選択コースは必修)

DP2; CP2

セクシュアリティ論

(HASJ-NSS017) 1単位 ※
DP2; CP2

慢性期看護学概論

(HASJ-NSS101) 1単位
DP2; CP1,2

慢性期看護援助論Ⅰ

(HASJ-NSS102) 1単位
DP2; CP2,3

慢性期看護援助論Ⅱ

(HASJ-NSS125) 1単位
DP1,2,3,4; CP1,2,3

急性期看護学概論

(HASJ-NSS103) 1単位
DP2; CP2

急性期看護援助論Ⅰ

(HASJ-NSS104) 1単位
DP2; CP2

急性期看護援助論Ⅱ

(HASJ-NSS126) 1単位
DP2; CP2

小児看護学概論

(HASJ-NSS105) 1単位
DP2; CP2

小児看護援助論Ⅰ

(HASJ-NSS106) 2単位
DP2; CP2

小児看護援助論Ⅱ

(HASJ-NSS127) 1単位
DP2; CP2

母性看護学概論

(HASJ-NSS107) 1単位
DP2; CP2

母性看護援助論Ⅰ

(HASJ-NSS108) 2単位
DP2; CP2

母性看護援助論Ⅱ

(HASJ-NSS109) 1単位
DP2; CP2

老年看護学概論

(HASJ-NSS110) 1単位
DP2; CP2

老年看護援助論Ⅰ

(HASJ-NSS111) 2単位
DP2; CP2

老年看護援助論Ⅱ

(HASJ-NSS112) 1単位
DP2; CP2

精神看護学概論

(HASJ-NSS113) 1単位
DP2; CP2

精神看護援助論Ⅰ

(HASJ-NSS114) 2単位
DP2; CP2

精神看護援助論Ⅱ

(HASJ-NSS128) 1単位
DP2; CP2

リハビリテーション看護論

(HASJ-NSS121) 1単位 ※
DP2,3; CP2

学校看護論

(HASJ-NSS118) 1単位 ※

(保健師選択コースは必修)

DP2; CP2

産業看護論

(HASJ-NSS119) 2単位 ※

(保健師選択コースは必修)

DP2; CP2
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看護学科　履修系統図

※ 選択科目 学部共通科目 保健師選択コースは必修 保健師選択コースのみ開講 2022年度生以降

保健医療学部　看護学科　履修系統図　(2022改正カリキュラム）

前期 後期前期 後期 前期 後期 前期 後期

1年次 2年次 3年次 4年次

専門性を支える基礎学力とともに、人間の心身を理解し豊かな人間性を養います。

また、保健医療人としての意識を高めるキャリア教育を行います。

人体の機能、病態や治療などを学ぶ専門科目が増え、

保健医療チームの一員としての連携・協働のあり方など社会的な側面についても学びます。

「成人看護学実習」「老年看護学実習」などの実習科目がスタートします。

授業で蓄えた知識を臨地実習によって、実践に結びつけます。

これまでの学びを統合し、個々の興味、関心に応じて看護の探求・発展を目指します。

「看護研究Ⅱ」では、臨床の実践から得た課題について取り組みます。

人間総合科学大学　ディプロマ・ポリシー（DP）（学位授与の方針）

人間総合科学大学は、建学の精神・教育理念に基づき、科学的能力と実践的能力を統合し、

以下のような能力と資質を身につけ、所定の単位を修得した学生に対して、

卒業を認定し、学位を授与する。

１．全学共通のコア科目を通したリベラル アーツ教育

  ・現実社会を「よりよく生きる」ための、洞察力、共感力、創造力、表現力、自己教育力、

     生涯学ぼうとする意欲、豊かな人間性

  ・社会からの「自立」と他者との「共生」に必要な社会的責任感、異文化理解、情報処理力、

    自己実現力、他者への思いやり、コミュニケ―ション力などの資質

２．専攻する学部・学科の専門科目を通した医療・健康・食・栄養の専門職教育

  ・専門職としての、専門的な知識・技能を体系的に修得

  ・社会貢献に必要な、問題解決能力、チームワーク力、リーダーシップ能力、

      プレゼンテーション能力、AI・データサイエンス（リテラシーレベル）の基礎力

保健医療学部　ディプロマ・ポリシー（DP）（学位授与の方針）

保健医療学部では、人間の総合的な理解と心身相関の理解を基に、保健医療に関する職業について、

自立と共生の精神をもって自身のキャリアを形成できる能力を身につけたものに学位を与える。

各学科のディプロマ・ポリシーで具体的に示されている

①知識・技能、②汎用的技能、③態度・志向性、④総合的な学修経験と創造的思考力の能力

を身につけたものに学位を授与する。

看護学科　ディプロマ・ポリシー（DP）（学位授与の方針）

看護学科では、「人間の総合的理解」「心身相関の理解」を踏まえて

以下に掲げる能力を持った学生に学位を授与する。

１．「看護」を必要とする対象者（人間）について、心理・身体・環境・社会的側面から

　　多面的・総合的に理解できる知識を修得していること

２．「看護」を科学的根拠に基づいて実践できる基本的知識と技術を、保健・医療・福祉・

　　介護・教育などの分野において汎用できること

３．看護職として、人間の尊厳を守り高い倫理観に基づき、他の専門職と連携・協働する

　　ための力を発揮できること

４．看護職として看護の質の向上へ向けグローバルな視点を持つと共に、社会の変化と進展に

　　伴う多様な健康課題に対応するため、生涯にわたり自ら学び続ける素養と意志を持っていること

人間総合科学大学　カリキュラム・ポリシー（CP）（教育課程編成・実施の方針）

人間総合科学大学は、次の方針に基づいて教育課程を編成する。

１．専門的知識・技能と物事に対する幅広い視点や理解を得る

２．人間に係る科学を学際的に統合し、人間の総合的理解、心身の相関性の理解を

　　現代社会に応用できる能力を得る

３．様々な専門知識を統合し、自身や社会、職業上の問題関心と関連付けて問題解決を

　　図る能力を得る

４．多様な学修経験・方法を通じて、専門的職業人および社会の一員として、

　　自立と共生のこころを培う

５．現代社会、企業で活かすことのできる、AI・データサイエンスの基礎力

　　（リテラシーレベル）を得る

保健医療学部　カリキュラム・ポリシー（CP）（教育課程編成・実施の方針）

保健医療学部では、次の方針に基づいて教育課程を編成する

１．専門的知識・技能と物事に対する幅広い視点や理解を得る

２．人間に係る科学を学際的に統合し、人間の総合的理解、心身の相関性の理解を現代社会に応用できる

　　能力を得る

３．様々な専門知識を統合し、自身や社会、職業上の問題関心と関連付けて問題解決を図る能力を得る

４．多様な学修経験・方法を通じて、専門的職業人および社会の一員として、自立と共生のこころを培う

５．現代社会、企業で活かすことのできる、AI・データサイエンスの基礎力（リテラシーレベル）を得る

看護学科　カリキュラム・ポリシー（CP）（教育課程編成・実施の方針）

看護学科では、「人間の総合的理解」「心身相関の理解」を踏まえて

以下の方針のもと、教育課程を編成する。

1.「看護」を必要とする対象者（人間）について、多面的・総合的に理解するための

　基礎科目を設ける

2.科学的根拠に基づいた知識および高い倫理観を持った看護師の育成に必要な専門基礎、

　専門科目を設ける

3.看護師として必要とされるコミュニケーション能力を身につけ、他者との協働によって

　学びを深め、学生の主体的な成長を促すための実習・演習科目を設ける

クリティカルケア論

(HASJ-NSS120) 1単位 ※
DP2; CP2

緩和ケア論

(HASJ-NSS122) 1単位 ※
DP2; CP2

認知症ケア論

(HASJ-NSS123) 1単位 ※
DP2; CP2

遺伝看護

(HASJ-NSS124) 1単位 ※
DP2; CP2

公衆衛生看護技術論

(HASJ-NSS115) 2単位
DP2; CP2

公衆衛生看護活動論

(HASJ-NSS116) 2単位
DP2; CP2

公衆衛生看護管理論

(HASJ-NSS117) 1単位
DP2; CP2

基礎看護学実習Ⅰ

(HASJ-NSS201) 1単位
DP2; CP2

基礎看護学実習Ⅱ

(HASJ-NSS202) 2単位
DP2; CP2

DP1,2,3,4; CP1,2,3

DP2; CP2

DP2; CP1,2,3

DP2; CP2

DP2; CP2

DP2; CP2

老年看護学実習Ⅰ

(HASJ-NSS301) 2単位
DP2; CP2

DP1,2,3,4; CP2

DP2; CP2

在宅看護学実習

(HASJ-NSS302) 2単位

公衆衛生看護学実習Ⅰ

(HASJ-NSS304) 2単位

慢性期看護学実習

(HASJ-NSS203) 3単位

急性期看護学実習Ⅱ

(HASJ-NSS204) 3単位

小児看護学実習

(HASJ-NSS205) 2単位

母性看護学実習

(HASJ-NSS206) 2単位

精神看護学実習

(HASJ-NSS208) 2単位

老年看護学実習Ⅱ

(HASJ-NSS207) 3単位
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看護学科　履修系統図

※ 選択科目 学部共通科目 保健師選択コースは必修 保健師選択コースのみ開講 2022年度生以降

保健医療学部　看護学科　履修系統図　(2022改正カリキュラム）

前期 後期前期 後期 前期 後期 前期 後期

1年次 2年次 3年次 4年次

専門性を支える基礎学力とともに、人間の心身を理解し豊かな人間性を養います。

また、保健医療人としての意識を高めるキャリア教育を行います。

人体の機能、病態や治療などを学ぶ専門科目が増え、

保健医療チームの一員としての連携・協働のあり方など社会的な側面についても学びます。

「成人看護学実習」「老年看護学実習」などの実習科目がスタートします。

授業で蓄えた知識を臨地実習によって、実践に結びつけます。

これまでの学びを統合し、個々の興味、関心に応じて看護の探求・発展を目指します。

「看護研究Ⅱ」では、臨床の実践から得た課題について取り組みます。

人間総合科学大学　ディプロマ・ポリシー（DP）（学位授与の方針）

人間総合科学大学は、建学の精神・教育理念に基づき、科学的能力と実践的能力を統合し、

以下のような能力と資質を身につけ、所定の単位を修得した学生に対して、

卒業を認定し、学位を授与する。

１．全学共通のコア科目を通したリベラル アーツ教育

  ・現実社会を「よりよく生きる」ための、洞察力、共感力、創造力、表現力、自己教育力、

     生涯学ぼうとする意欲、豊かな人間性

  ・社会からの「自立」と他者との「共生」に必要な社会的責任感、異文化理解、情報処理力、

    自己実現力、他者への思いやり、コミュニケ―ション力などの資質

２．専攻する学部・学科の専門科目を通した医療・健康・食・栄養の専門職教育

  ・専門職としての、専門的な知識・技能を体系的に修得

  ・社会貢献に必要な、問題解決能力、チームワーク力、リーダーシップ能力、

      プレゼンテーション能力、AI・データサイエンス（リテラシーレベル）の基礎力

保健医療学部　ディプロマ・ポリシー（DP）（学位授与の方針）

保健医療学部では、人間の総合的な理解と心身相関の理解を基に、保健医療に関する職業について、

自立と共生の精神をもって自身のキャリアを形成できる能力を身につけたものに学位を与える。

各学科のディプロマ・ポリシーで具体的に示されている

①知識・技能、②汎用的技能、③態度・志向性、④総合的な学修経験と創造的思考力の能力

を身につけたものに学位を授与する。

看護学科　ディプロマ・ポリシー（DP）（学位授与の方針）

看護学科では、「人間の総合的理解」「心身相関の理解」を踏まえて

以下に掲げる能力を持った学生に学位を授与する。

１．「看護」を必要とする対象者（人間）について、心理・身体・環境・社会的側面から

　　多面的・総合的に理解できる知識を修得していること

２．「看護」を科学的根拠に基づいて実践できる基本的知識と技術を、保健・医療・福祉・

　　介護・教育などの分野において汎用できること

３．看護職として、人間の尊厳を守り高い倫理観に基づき、他の専門職と連携・協働する

　　ための力を発揮できること

４．看護職として看護の質の向上へ向けグローバルな視点を持つと共に、社会の変化と進展に

　　伴う多様な健康課題に対応するため、生涯にわたり自ら学び続ける素養と意志を持っていること

人間総合科学大学　カリキュラム・ポリシー（CP）（教育課程編成・実施の方針）

人間総合科学大学は、次の方針に基づいて教育課程を編成する。

１．専門的知識・技能と物事に対する幅広い視点や理解を得る

２．人間に係る科学を学際的に統合し、人間の総合的理解、心身の相関性の理解を

　　現代社会に応用できる能力を得る

３．様々な専門知識を統合し、自身や社会、職業上の問題関心と関連付けて問題解決を

　　図る能力を得る

４．多様な学修経験・方法を通じて、専門的職業人および社会の一員として、

　　自立と共生のこころを培う

５．現代社会、企業で活かすことのできる、AI・データサイエンスの基礎力

　　（リテラシーレベル）を得る

保健医療学部　カリキュラム・ポリシー（CP）（教育課程編成・実施の方針）

保健医療学部では、次の方針に基づいて教育課程を編成する

１．専門的知識・技能と物事に対する幅広い視点や理解を得る

２．人間に係る科学を学際的に統合し、人間の総合的理解、心身の相関性の理解を現代社会に応用できる

　　能力を得る

３．様々な専門知識を統合し、自身や社会、職業上の問題関心と関連付けて問題解決を図る能力を得る

４．多様な学修経験・方法を通じて、専門的職業人および社会の一員として、自立と共生のこころを培う

５．現代社会、企業で活かすことのできる、AI・データサイエンスの基礎力（リテラシーレベル）を得る

看護学科　カリキュラム・ポリシー（CP）（教育課程編成・実施の方針）

看護学科では、「人間の総合的理解」「心身相関の理解」を踏まえて

以下の方針のもと、教育課程を編成する。

1.「看護」を必要とする対象者（人間）について、多面的・総合的に理解するための

　基礎科目を設ける

2.科学的根拠に基づいた知識および高い倫理観を持った看護師の育成に必要な専門基礎、

　専門科目を設ける

3.看護師として必要とされるコミュニケーション能力を身につけ、他者との協働によって

　学びを深め、学生の主体的な成長を促すための実習・演習科目を設ける

DP2; CP2

統合実習

(HASJ-NSS303) 2単位
DP2; CP2

看護研究Ⅰ

(HASJ-NSS402) 1単位
DP4; CP3 DP4; CP3

看護研究Ⅲ

(HASJ-NSS411) 1単位 ※
DP4; CP3

看護管理・看護情報学

(HASJ-NSS401) 1単位
DP2; CP2

健康危機管理論

(HASJ-NSS405) 1単位 ※

(保健師選択コースは必修)

DP2; CP2

国際看護論

(HASJ-NSS412) 1単位
DP2; CP2

看護国際協力論

(HASJ-NSS406) 1単位 ※
DP4; CP3

災害と看護活動

(HASJ-NSS407) 1単位 ※
DP2; CP2

領域別専門看護学演習

(HASJ-NSS404) 1単位 ※
DP2; CP2

医療経営論

(HASJ-NSS408) 1単位 ※
DP4; CP3

看護教育論

(HASJ-NSS409) 1単位 ※
DP4; CP3

DP2; CP2 ※全ての年次で履修可。

DP4; CP3 ※全ての年次で履修可。

DP4; CP3 ※全ての年次で履修可。

国際研修

(HASJ-CES501) 1単位 ※

ボランティア活動

(HASJ-CES502) 1単位 ※

公衆衛生看護学実習Ⅱ

(HASJ-NSS305) 3単位

看護研究Ⅱ

(HASJ-NSS403) 2単位

代替医療論

(HASJ-NSS410) 1単位 ※
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